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　建国 2カ月前の1年10月，第 2 期ラオス人民革命党中央執行委員会第 3
































































































































































































着し，1年の第  回党大会では，第 2期 中総を「新経済管理メカニズ
ム」のはじまりと位置づけた（Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii VI Khoong 



























vat Lao Kom Kaan Mueang Suunkaang Phak［11］）。この文書にもとづき，党は
徐々に地方管理体制を整備していく（詳細は本書第 2章参照）。




























党の基本的見解を示している。内容は1年の第 2期  中総で提示された
「新経済管理メカニズム」そのものである。県を戦略単位とすること，計画
を中心とした経済管理，部門と地域に即した経済管理体制の構築と業務分掌，
そのための機構改革，市場の活用などである（Eekasaan Khoong Koongpasum 





なければならない」（Eekasaan Khoong Koongpasum Nhai Khang Thii IV Khoong 





pasum Nhai Khang Thii IV Khoong Phak Pasaason Pativat Lao［1: 13，210，
22］）。では，「新思考」や「新しい経済的思考」とは具体的に何だろうか。




































































































































































































































表 2 　産業構造と外国 直接投資（1～200年）
1 1 1 1 10 11 12 13 1 1 1 1 1 1 2000 2001 2002 2003 200 200 200 200 200
GDP（実質）成長率（％） . -1.1 -1. 12. . .0 .0 . .1 .1 . . .0 .3 .3 . . .2 .0 . . . .2
　農　業 .1 -1.2 -.2 . . -1. .3 2. .3 3.1 2. .0 3.1 .2 .2 -0. 1. 2. 3. 0. 2. . 2.0 
　工　業 1. -1.0 -2. 3.0 1.2 1. . 10.0 10. 13.3 1.2 .1 .2 .0 .3 -1. 10. 1. 3. 10. 1.2 . 10.2
　サービス業 -1.1 .0 .1 10.1 -0. . 3. . . 10.2 . . . . . 1. 11.3 3. 12.0 . . .1 .
産業別構成比（対名目 GDP，％）
　農　業 .3 .2 0.3 0. 1.2 .2 .1 . .1 .0 2. 2. 3.3 3. . . 2. 1.0 3.0 3. 32. 33. 32.1
　工　業 1. 13. 11. 12. 1. 1. 1.0 1. 1.0 1.0 20.0 21.1 22. 22. 1.1 1.3 1. 3.0 20. 23. 2. 2.3 2.
　　製造業 11.2 .0 . . . 12.3 12. 12. 12. 13. 1.2 1. 1. 1. .3 . . .1 .3 .0 . . . 
　　鉱業 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.3 0.3 0. 0. 0.2 0.2 0.2 2. 2.0 . 12. 10. .
　サービス業 2. 2. 23. 22.0 2.3 2.0 23. 2. 2. 2.0 2.2 2.2 2.2 23. 32. 3.2 3. 3. 0. 3. 3. 3.3 0.1
外国直接投資認可件数 － － －   21 3   2 0  2 2  0 102 11 131 12 12 1 10










　13年 2 月1日，第 期党中央執行委員会第  回総会（第 期  中総）は，
経済発展を遂げ，国家を徐々に最貧国から脱却させるという目標を掲げた
（Sathaaban Vithanyasaat Sangkhom Haeng Saat［2010: 2-2］）。この目標には
1年の第 回党大会で「2020年までに国家を最貧国から脱却させるため奮
闘する」と具体的な期限が定められた（Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii 
VI Khoong Phak Pasaason Pativat Lao［1: 2］）。これにより「貧困脱却」がラ
オスの新たな国家目標となりラオスは2020年の目標に向かって経済発展に邁
表 2　産業構造と外国 直接投資（1～200年）
1 1 1 1 10 11 12 13 1 1 1 1 1 1 2000 2001 2002 2003 200 200 200 200 200
GDP（実質）成長率（％） . -1.1 -1. 12. . .0 .0 . .1 .1 . . .0 .3 .3 . . .2 .0 . . . .2
　農　業 .1 -1.2 -.2 . . -1. .3 2. .3 3.1 2. .0 3.1 .2 .2 -0. 1. 2. 3. 0. 2. . 2.0 
　工　業 1. -1.0 -2. 3.0 1.2 1. . 10.0 10. 13.3 1.2 .1 .2 .0 .3 -1. 10. 1. 3. 10. 1.2 . 10.2
　サービス業 -1.1 .0 .1 10.1 -0. . 3. . . 10.2 . . . . . 1. 11.3 3. 12.0 . . .1 .
産業別構成比（対名目 GDP，％）
　農　業 .3 .2 0.3 0. 1.2 .2 .1 . .1 .0 2. 2. 3.3 3. . . 2. 1.0 3.0 3. 32. 33. 32.1
　工　業 1. 13. 11. 12. 1. 1. 1.0 1. 1.0 1.0 20.0 21.1 22. 22. 1.1 1.3 1. 3.0 20. 23. 2. 2.3 2.
　　製造業 11.2 .0 . . . 12.3 12. 12. 12. 13. 1.2 1. 1. 1. .3 . . .1 .3 .0 . . . 
　　鉱業 0.2 0.1 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.3 0.3 0. 0. 0.2 0.2 0.2 2. 2.0 . 12. 10. .
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業化と近代化は同じ意味だからである」（Eekasaan Koongpasum Nyai Khang Thii 









































































































⑶　Ljunggren［13］や Otani and Pham eds.［1］は1年から経済改革が
はじまったことを示しているが，1年に「新経済メカニズム」に着手し改
革に弾みがついたとし，1年を分岐点に，経済が中央計画経済体制から市
























































か［1: 3］）。第 2 は，10年から1年までの共産主義軍事勢力を指すと
いう見解である（Langer and Zasloff［10: 2］）。これは，革命に参加した勢力
（ラオス自由戦線／愛国戦線，ラオス人民党，人民解放軍）すべてを共産主義











⒄　おもに，第 2期党中央執行委員会第 3回総会（Kaysone［1］），1年 
月開催の第 1 回最高人民議会（Kaysone［1］），1年 2 月の第 2期党中央
執行委員会第 回総会（Kaysone［1a］），同月の最高人民議会と閣僚議会
の拡大会議（Kaysone［1b］）における演説である。








⒆　1年  月の第 1 回最高人民議会においてカイソーンは，国家管理，経済
管理，社会管理のすべてにおいて経験がないことを認めている（Kaysone
［1: 31］）。


















































　第  回党大会政治報告では「カーンピアンペーン・マイ」は 1度しか使用
されていない。
　本章では Vientiane Mai（10年  月  日）に掲載された憲法草案を参照し
ている。
　11年の第 回大会において党書記長は党議長に変更になった。














































































Chaleun Yiapaoheu［1］“Khwaam Mankhong Khoong Amnaat Lat Maen Patchai 
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―［1b］Bot Laaygaan Laiat Too Koongpasum Khopkhana Khang Thii 7 Khoong 
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